
鴨川市教育委員会４月定例会会議録 
 

１ 日  時       平成２８年４月２０日（水）       開会 午後２時００分 

                                                      閉会  午後３時３０分 

２ 場  所       天津小湊支所２階会議室 

 

３ 出席委員       （１）村上修平  （２）石井千枝  （３）根本新太郎 

（４）吉原里夏  （５）野田 純   

 

４ 出席職員       （１）瀧口正勝  （２）黒野雅典  （３）鈴木克己 

（４）山口政美    

  

５ 委員報告 

・吉原委員から、タイ王国青少年交流事業による交流会での様子、鴨川小学校１年生

のスタートの様子について報告がなされた。また、南房総市の自殺ニュースの記事

から、いじめ以外での理由による不登校他、様々な子どもに対するケアの必要性を

感じたとの報告がなされた。 

・根本委員から、サッカー場リニューアルオープンセレモニー、天津幼稚園、天津小

学校、安房東中学校の入学・入園式への出席報告がなされた。安房東中学校の入学式

では、１０数名の生徒が鴨川中学校へ進学したとのことから、やや寂しさを感じると

ともに、小中一貫教育の考え方についてどのように捉えたらよいのかとの報告がなさ

れた。 

・石井委員から、長狭学園、江見幼稚園、江見小学校の入学・入園式への出席報告が

なされ、長狭学園では義務教育学校の制度化と併せ、小中一貫教育の評価・反省を踏

まえた見直しの時期であろうとの意見があった。また、１年生と７年生が一緒の入学

式ということで、行事や集会等の日頃の工夫について興味をもったとの報告がなされ

た。江見幼稚園の入園式では、幼保一元化の大切さについて再認識するとともに、教

育振興計画の基本目標である０歳から１５歳までの連続性のある教育の推進につい

て、イメージ化することができたとの報告がなされた。 

・村上委員から、サッカー場リニューアルオープンセレモニー、鴨川中学校、田原小

学校、田原幼稚園の入学式・入園式への出席報告がなされた。オープンセレモニーで

はサッカー場を含め、本市の運動施設の充実さに改めて感銘を受けたこと、また鴨川

中学校入学式では生徒数や吹奏楽部の演奏などから、規模の大きさを改めて感じたと

の報告がなされた。その他、全国学力・学習状況調査が行われたようだが、様々な状

況を踏まえ、トータルした結果の検証について期待しているとの意見があった。 



６ 教育長報告 

・野田教育長から、認定こども園ＯＵＲＳの竣工式、サッカー場リニューアルオープン

セレモニー、タイ国学生歓迎式、長狭高校定時制入学式、鴨川幼小入園・入学式、神

作先生感謝状贈呈式、オルカ鴨川ＦＣ開幕試合、青少年相談員・スポーツ推進委員委

嘱状交付式について出席報告がなされた。認定こども園アワーズでは、登園時での混

雑が心配されていたが現在のところ良好な状況であるということ、また、鴨川幼小の

入園・入学式では、５歳児のすばらしい態度から１年間の成長と教育の大切さについ

て保護者へ伝えたとの報告がなされた。その他、総務省から着任した岩田参事の紹介、

オルカ鴨川ＦＣが開幕から２連勝し、スタートを切ったことについて報告がなされた。 

  南房総市自殺事件報道については、マスコミ等へ対し、先手を打った情報公開とし

て受け止めている。いじめ以外を要因とする中学生の自殺は多く、子どもたちの命を

守ることについては、本市でも引き続き真剣に取り組んでいきたいとの報告がなされ

た。 

  また、安房東中学校の入学生流出の件については、中学校側から小学校への連携の

働きかけを強化し、部活動だけでなく安房東中学校の全体の良さについてアピールし

ていくことも必要であろうとの報告がなされた。 

・瀧口学校教育課長から、長狭中学校区（長狭学園）の小中一貫教育の特性について報

告がなされた。長狭学園は他の中学校区とは違い、日常の教育活動を１年生から９年

生までが日々顔を合わせての学校生活となり、その教育効果は大きいと思われる。し

かしその分、教育課程他、集会や行事の持ち方には工夫・配慮が必要となる。また長

狭学園はスタートから８年目を迎えるに当たり、これまでの教育実践を振り返り、小

中一貫教育（統合型・分離型）の評価と課題について、鴨川市教育政策研究会と連携

し本年度は取り組んで行く予定であるとの報告がなされた。 

・黒野生涯学習課長から、タイ王国青少年交流事業の概要について報告がなされた。 

 今回はタイ国１６名の子どもたちが２０日間に渡り、鴨川青年の家を拠点に日本語教

室や日本文化体験、鴨川の自然体験等の活動を行っている。本事業の受け入れの経緯

は、タイ国の元副市長等が本市に来訪したのをきっかけに話が進み実現に至っている。

また学校交流では、江見小学校と鴨川小学校の子どもたちが、タイ国の民族踊りや歌、

様々な交流ゲームを通じ親睦を深めることができ、来年は期間を延ばし是非、また訪

れたいと話されていた。なお、本事業は、国際交流協会や日本語ボランティア関係者

など多くの方の協力のもと開催することができ、本市の子どもたちにとっても、貴重

な学びの場とすることができたとの報告がなされた。 

 

 

 



７ 議  事 

（１）議案第１号「鴨川市視聴覚センター運営委員及び専門委員の委嘱について」 

・黒野生涯学習課長から、「鴨川市視聴覚センター運営委員及び専門委員の委嘱につい

て」資料をもとに説明がなされた。 
  
・質疑なく、全員の了承が得られた。 

 

（２）議案第２号「鴨川市立図書館協議会委員の委嘱について」 

 ・黒野生涯学習課長から、「鴨川市立図書館協議会委員の委嘱について」資料をもとに

説明がなされた。 

 

 ・質疑なく、全員の了承が得られた。 

 

（３）議案第３号「鴨川市文化財保護審議会委員の委嘱について」 

・黒野生涯学習課長から、「鴨川市文化財保護審議会委員の委嘱について」資料をもと 

  に説明がなされた。 

・野田教育長から、「藤崎史正」委員の備考欄で、元長狭中学校となっているが、元長 

狭中学校長との訂正がなされた。 

・根本委員から、本議案は会長、副会長を含めた内容であるのかという質問があり、

本議案は任期途中での欠員が生じたため、その補充に対する委嘱の提案であるとの

説明がなされた。 

・村上委員長から、本審議会は年何回ぐらい開催しているのかという質問があり、本

審議会は定期的に開催するものではなく、文化財として審議する必要が生じた場合

に開催するとの説明がなされた。 

 

・他に質疑なく、全員の了承が得られた。 

 

（４）議案第４号「鴨川市文化施設運営協議会委員の委嘱について」 

・黒野生涯学習課長から、「鴨川市文化施設運営協議会委員の委嘱について」資料をも

とに説明がなされた。 

  ・村上委員長から、この文化施設とはどの範囲を指しているのかという質問があり、

ギャラリー、郷土資料館、文化財センターであるとの説明がなされた。 

 

・他に質疑なく、全員の了承が得られた。 

 



８ そ の 他 

（１）山口学校給食センター所長から「平成２８年度給食参観計画」について資料をも

とに説明がなされた。 

（２）各課長から「５月の教育委員会行事予定」について資料をもとに説明がなされた。 

（３）瀧口学校教育課長から「安房地区教育委員会連絡協議会総会」および「千葉県市

町村教育委員会連絡協議会定期総会」について資料をもとに説明がなされた。 

（４）その他 

 ・５月定例教育委員会会議の期日について確認がなされた。 

 ・認定こども園ＯＵＲＳについて情報交換がなされた。 

 ・組み体操に係わる本市の対応について確認がなされた。 

 ・自転車通学の安全指導について確認がなされた。 

 

村上教育委員長は、一切の審議の終了を告げ、閉会を宣言した。 

 

 

以上、会議の顛末を記載し、相違ないことを証するため署名する。 

 

                                                    平成２８年５月１９日 

 

 

   鴨川市教育委員会  委員長           

 

 

                       委員長職務代理者 

 

 

                                    会議録作成者  瀧口 正勝                                         


